
元気に残暑を乗り切ろう！ 

 暦の上では秋を迎えていますが、まだまだ残暑が続きそうです。子供たちがゆったりの夏休みモードからスムーズに

学校生活モードに切り替え、９月の半ばから始まる運動会練習にも集中して取り組むことができるようになってほしい

です。そのためには、子供たち一人一人が自分の健康に関心をもち、進んで健康の保持増進のために行動できるよ

うになると同時に、周りの大人が子供の発達段階に応じた支援を行うことが大切です。この時期を健康に過ごすため

に、家や学校で心がけてほしいことは次の３つです。 

① 早起き早寝（早く寝ようとして眠れなかった経験はないでしょうか。早起きをすることで、早く寝ることができますよ） 

② 暴飲暴食をしない（夏休み中、間食が多くなった人も多いのではないでしょうか。まずは３食を大切に！） 

③ 汗の始末をして清潔に（汗ふきタオルを学校に持たせてください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年 
お店を出さない分たくさん遊ぶことができ、大満足

の立野フェスティバルでした。４人１組で、友達とど

こに行くか相談して、いざ出発！教室に戻ってくると、

「○○のお店がすごかったよ！」「○○ゲームで○点と

ったよ！」と楽しそうに情報交換をしていました。 

２－１「じゆういっぱい きらきらゲーム」 
休み時間にも、はりきって準備を進めていました。

当日は、思った以上の大盛況だったようで、自分の仕

事を最後までやり遂げようと頑張っていました。「つか

れたけどお客さんがたくさん来てくれてうれしかっ

た」「来年はもっとこうしてみたい」と満足げな顔がみ

られました。 

２－２「夢のキャラクター大集合 in宝島」 
 ２の２のみんなが大好きなキャラクターをたくさん

かき、それを使って「まとあて」と「つり」のゲーム

のお店を出しました。かんばん、つりざお、たま、コ

インなどすべてが手作り! 
「たのしかったね～!」の声がたくさん聞こえてきた、
100点満点のフェスティバルでした! 

３－１「もぐランド☆」 
 どんな工夫ができるのか、

グループごとに分かれてたく

さん話し合いをしました。穴

から出てくるのはもぐらだけ

ではありません。元気よく接

客したり、台の下からもぐら

などを出したりと、役割ごと

にがんばりました! 

３－２「びっくりしかけめいろ」 
 迷路の形やしかけのアイデアが、たくさん

飛び交いました。分かれ道や行き止まり、お

客さんも見ている側もとても楽しい迷路が

できました。準備から当日まで、自分の担当

した仕事に責任をもって臨むことができた

立野フェスティバルでした。 

４－１「ゆげやのうた 温泉旅館」 
 今年の４の１の学級目標は「ゆげやのうた」。その

目標を知ってもらいたい、という子供たちの願いか

らネーミングが決まりました。「足湯 de クイズ」
「わりばし鉄砲射撃」の２つのコーナーで、ちょっ

とした温泉風情と共に味わってもらいました。 

４－２「ミラクル人生ゲーム」 
 「今まで誰もやったことのない店をやりたい」と

いう意見から人生ゲームをすることに決まりまし

た。準備を進めると、お金や家の用意など作る物が

たくさんで大変でしたが、自分たちで作り上げた物

にとても満足そうでした。 

５－１「ズカズカ冒険!アドベンチャーはとぽっぽ号」 
「サスケがだめなら、ジャングルクルーズは？」担

任の一言から子供たちが自由にイメージを膨らませ

てお店が完成しました。その名も「ズカズカ（略）」。

５年１組らしいアイデアと笑いにあふれたお店にな

りました。小さい子から大人までコミュニケーション

をしながら遊べるので、みんなだれでも楽しむことが

できたようでした。 

５－２「有名人をさがせ」 
有名人役は衣装をどうするか、受付係はビン

ゴカードをどう作るかなど、どの役割もアイデ

アを出し合って準備を進めている様子が印象的

でした。当日は暑い中でしたが、責任をもって

自分の係の役割を果たし、大成功を収めました。 

６―１「禁断の部屋」 
 大変だったことは、部屋を暗くすることでし

た。カーテンだけでは暗くならなかったので、

新聞紙を窓やドアなどに敷き詰めて、ようやく

雰囲気を出すことができました。移動教室では

驚かされる側でしたが、今回の驚かせる役はと

ても新鮮だったようです。 

６―２「形見を探しに･･･」 
「女の子が無くした形見のペンダント

を探しに行く」というストーリーをみん

なで考え、コースや装飾、驚かせ方もア

イデアを出し合い準備しました。当日は、

個性的なおばけたちが、たくさんの人を

驚かせ、楽しませていました。 

 

２－３「ボウリング場」 
 当日は、児童も驚くほどの盛況ぶりでした。２年生

はお店を出すのは初めてだったので、嬉しい悲鳴をあ

げながら、とても一生懸命自分の役割を果たしていま

した。無事に終わった後の子供たちの顔は、達成感に

満ちあふれていました。 

立野の生活指導 


